
No. 該当頁数 項目 意見概要 回答

1 55 少子化対策・子育て支援の充実

9年間お世話になる学校給食に揖斐川町は気を使ってますよとアピールしたらもっと移住者も増えるのではないか。

また、食に対する考え方もアレルギーを持っている保護者とそうでない方では違う。当事者に寄り添った食の提供をして

いってほしい。

学校給食でももっと地元の食材を使ってもらうと生産者も意欲がでる。安全面でも考えてくれる。ちょっとした仕組みを

考えるだけでいい循環が生まれるのでは。またそのＰＲも今はＳＮＳなどいろんな手法があるので広く周知できればいい

と思う。軌道に乗れば生産者や利用者にインタビューをしたり普及啓発していければもっと移住者が増えていくのではな

いか。

いただいた意見を踏まえ、食の提供の在

り方についての検討をしていきます。ま

た周知のためのSNSの積極的な活用を検

討します

2 32 自然環境の保全と継承

町の90 ％を占める森林を抜きに町の未来は語れません。林業の再生、新しい若者も働きたくなる仕事へ転換。機械高度

化する。森林の多目的価値を生かした教育、健康 など 都市のサービス産業とのマッチングを計る。

「⑴森林環境の保全と利活用」に記載の

ように町民・企業・行政が協力して森林

づくりを進めるとともに、岐阜県立森林

文化アカデミーと協力して持続可能な森

林環境保全に努めます。

3 56 基本目標３豊かな人間性と郷土愛を育むまち

自立型・小規模事業のネットワークで新しい協議会による地域づくり 。DMO組織（地域戦略事業創造グループ）の立ち

上げと連携。

新しい協議会やDMO(Destination

Management Organization)の設置には

多様な関係者と明確なコンセプトに基づ

いた設立が必要であり必要に応じて設置

の検討を進めていきます。

4 44 公共施設等の適正な維持管理

使われなくなった学校・公民館をはじめ、各種施設を売却を含めて処分し、民間の力と費用で再利用し、にぎわいをもた

らす。

また、町内で個人の所有ではあるが、10 年、 20 年と放置され荒れ放題の田畑・山林・民家・施設跡があり、衛生・ 治

安・ 風紀 ・美観計画上も大変な問題です。放置されたままのものを没収し、本当に利用したい人や団体に使ってもらう

ように活用したら良いです。

使用されていない施設は地域の要望等も

踏まえ方向性を検討していきます。な

お、放置や荒廃されていても個人の財産

を没収することはできませんのでご理解

ください。
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